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研究成果の概要（和文）：　英語圏からの帰国高校生13人から収集したインタビューデータを、量的語彙分析
後、解釈的現象学的分析手法を用いて分析した。その結果、幼少期を英語圏で過ごした後で帰国した生徒達は、
日本社会や日本での学校生活に適用する過程でいじめや無視を多少なりとも体験するが、外国語保持教室に通っ
て同様の体験をした仲間と交わることで、英語圏文化でも日本文化でもない独自の文化に所属している、つまり
third culture kidとしてのアイデンティティに繋がっている事が判明した。これだけグローバル化が進む世の
中でも、まだまだ40年前の帰国生が直面した日本帰国時の状況から大きく変わっていない事が詳らかになった。

研究成果の概要（英文）：Interview data collected from 13 high school students returning from 
English-speaking countries were analyzed using an interpretive phenomenological analysis method 
after quantitative lexical analysis. The results revealed that the students who returned to Japan 
after spending their childhood in English-speaking countries experienced some bullying and neglect 
in the process of re-settling down into the Japanese society and school life in Japan, but by 
attending foreign language retention classes and mixing with peers who had similar experiences, they
 were able to identify themselves as belonging to a unique culture that was neither English-speaking
 nor Japanese culture. In other words, it turned out that they identity themeselves as third culture
 kids. The results revealed that even in a world where globalization is advancing at such a rapid 
pace, the situation has not changed much from what returnees faced 40 years ago when they returned 
to their home countries.

研究分野：バイリンガリズム

キーワード： バイリンガリズム　アイデンティティー　帰国高校生　ナラティブ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
英語圏からの帰国高校生13人から収集したインタビューデータを、量的語彙分析後、解釈的現象学的分析手法を
用いて分析した。その結果、幼少期を英語圏で過ごした後で帰国した生徒達は、日本社会や日本での学校生活に
適用する過程でいじめや無視を多少なりとも体験するが、外国語保持教室に通って同様の体験をした仲間と交わ
ることで、英語圏文化でも日本文化でもない独自の文化に所属している、つまりthird culture kidとしてのア
イデンティティに繋がっている事が判明した。これだけグローバル化が進む世の中でも、まだまだ40年前の帰国
生が直面した日本帰国時の状況から大きく変わっていない事が詳らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
海外からの帰国児童・生徒研究はバブル時期までは、「アクティブに学習に取り組み、興味ある
部分を深く探求し、成果をクラスで発表する教育」(いみじくも 2020年度から文科省が小中高校
に順次導入する新指導要領の肝はこの部分である）を受けた先輩として活用しようとする機運
が高まっていた。しかしその後、日本経済の停滞により海外派遣される日本人駐在員の減少に伴
い帰国生数も激減し、帰国生対象の研究が急速に下火となってしまった。本研究申請者チームは、
日本国内で非常に数少ないバイリンガリズム研究者で、20 年以上に亘って縦断研究を言語側面
に関して、またバイリンガル脳研究にも過去 10 年間従事してきた。この 2 面を追究するにつれ
て直面したのは、帰国生が渡航時及び帰国時以降どのような情緒的葛藤に苛まれ、克服してきた
のか（或いは未だに克服できていないのか）を直接本人達から聞かずして、最終的な結論は導き
得ないとの認識であった。つまり、帰国生の言語保持・喪失を解釈するには、本人達からの情緒
面での主観的ナラティブデータの入手がどうしても必要であるとの思いに至った。その為に、帰
国生から、渡航当時の心境・現地校に慣れるにつれて変化した心情・帰国直後の心境・日本生活
に再度慣れた現在の心境を（ライフストーリー、アイデンティティー研究として）聞き取り調査
する。 
 

２．研究の目的  

バイリンガリズム研究自体が日本では数少ないが、それらは言語面(Taura & Taura, 2012:Mori, 
2019)やコードスイッチ或いは国際結婚家庭内での言語使用(International Journal of 
Bilingual Education and Bilingualism 2012 年特集号)等を取り扱ったものであり、現在も細々
と主として博士論文研究(Kubota, 2019)等として行われている。一方日英バイリンガル帰国生
のアイデンティティ研究は南により 2000 年に、渋谷により 2007年に、本研究代表者により2017
年(Taura & Healy, 2017)に行われた位である。このような状況で本研究は、過去に(本研究申請
者による）言語保持研究や脳賦活研究に研究協力者として参加した日英バイリンガル帰国生や
国際結婚家庭児（現在では多くが大学生や社会人となった人たち）を対象にインタビュー調査を
パイロット研究として行った後、現役のバイリンガル高校生帰国生からデータ収集を行う。言語
データや脳賦活データのような量的データの分析と異なり、アイデンティティに関するインタ
ビューデータに「平均値」は存在しないので、妥当性・信頼性を可能な限り担保しながらも、ア
イデンティティの観点から分析を行う。 
 
３．研究の方法 
英語圏からの帰国高校生 13 人（東京・名古屋・大阪在住）から英語インタビューデータを収
集できた。それぞれの録音データを書き起こしたデータ対象に、質的データ分析の指標とする
ために、先ず量的分析を行った。この量的分析には、(1)SPSS text analytics, (2) NVivo, 
(3)KH Coder ソフトを用いた。第 1段階として、書き起こし Word fileを SPSS text analytics
ソフトで読み込めるように xlsx 化した。そのファイルを SPSS上で読み込み、インタビュー全
体の流れと各高校生に特徴的な単語表現を確認した。次に、NVivo ソフトウェアを用いて、各
高校生の発話内で高い頻度で出現した単語の抽出を量的に行った。重要語が判明した所で、そ
のような語がどのような文脈で使用されたのかを同定する第 3段階の作業に入った。KH Coder
ソフトウェアを用いて、具体的にどのような文脈でそのような語が用いられているのかを KWIC
コンコーダンスを用いて抽出した。この作業を通して浮かび上がってきたキーワードを基に、
半構造化インタビューを対象者全員に実施し、interpretative phenomenological framework
を理論的枠組みとしてデータの質的分析を行った。 
 
 
４．研究成果 
上記手法に沿って各結果を以下に示す。 
先ず、NVivo ソフトウェアを用いて、各高校生の発話内で高い頻度で出現した単語の抽出を量
的に行った。その際、yeah, you know, a little bit 等の語句は除外して分析を行った。例
えばある生徒の発言を wordcloudで分析した結果（一例）が以下の図 1 である。この高校生の
場合、明らかに高頻出語は、Japan, means, school, different 等である事が判明した。重要
語が判明した所で、そのような語がどのような文脈で使用されたのかを同定する第 3段階の作
業に入った。KH Coder ソフトウェアの「トピックの推定」機能を用いて、全単語対象に高頻度
語の再確認(NVivo結果との整合性確認)を先ず行った。その後、具体的にどのような文脈でそ
のような語が用いられているのかを KWIC コンコーダンスを用いて抽出した。その際、本研究
で重要なキーワードとなる、identity, returnee, English 等も検索対象とした。上記高校生
のデータ分析結果の一部が図 2.1-2.3のように出力された（共起ネットワーク及びクラスター
分析結果）。 
 



   
図 1 NVivo結果                 図 2.1 共起 1 

 

    
図 2.2 共起 2              図 2.3 共起クラスター 

 

これらの量的分析の結果、13 名の帰国高校生の書き起こしデータ間に概ね似通った傾向があ

ると判明した。但し、勿論個人差はあり、また同じ語でも使用されるコンテクストに大きな差

も観察された。 

第2段階として抽出された概念語を必ず含む質問を全員に半構造化インタビューとして2度実

施した。その際に、interpretative phenomenological framework (Hori & Sugihara, 2022)

を分析ツールとして用いた。本研究報告書では紙面制約の為、特徴的な2名の帰国高校生の分

析結果のみを記載する。B(女性) は4;08-10;11の6.5年間アメリカに滞在後帰国し、インタビ

ュー時の年齢は16;03であった。C(男性) は1;01-8;03の7.0年間アメリカに滞在し、インタビ

ュー時の年齢が18;02であった。つまり帰国後Bは約5年、Cは約10年後のインタビューであっ

た。インタビューに先立ち言語背景等に関するアンケートを実施し、英語でのインタビューで

はその内容を確認しつつ、本研究の第1段階で判明したキーワードに関する質問を行った。それ

ぞれ異なる回答であったので、第2回目のインタビューではその点に関して更に焦点を絞った個

別の質問を行った。アメリカ時代を回想して、Bは”Whenever people pass by during the day, 

they smile at each other even if they don't really know each other. They're more open and 
smiley. I often went to my neighbor's house to watch movies and play games, so I always felt 
like I belonged there.”、Cは” I believe that elementary school shaped my personality during that 

time. The classes were made to make you outgoing. I had many good friends and now, that 
experience gives me confidence especially when I present in front of others.”と好意的なコメン

トであった。但し帰国直後更に現在の状況を尋ねた結果、残念ながら現在でも日本の学校では

帰国生の特性を生かせる体制・状況には至っていないことが、本研究協力者からの生の声から

明らかとなった。 
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